
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ４ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 芸 術 総 合 高 等 学 校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 学芸を共に高め合い、芸術文化を担う人材を育成する高校       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

 １ 芸術的表現力と共通教科の学力向上を目指す意力の育成 

 ２ 芸術文化を担う人材としての人間性と社会性の獲得 

 ３  芸術系進学重視型専門高校としての期待に応える進路実績の確保 

 ４ 芸術文化の発信による地域社会の活力づくりの推進 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者   ６名 

    生徒      ７名 

    事務局(教職員) ６名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。          

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  ２ 月 ９ 日  現 在 ）  実施日 令和５年３月２２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

■現状 
・第一線で活躍する外部講師や関係機関等と
連携し、高度な芸術教育と生徒一人一人の

個性と能力を最大限に引き出すための教育
活動を展開している。 

■課題 

・芸術専門科目と共通教科目のいずれも意欲
的に取り組む生徒の育成と学習活動の改
善。 

・新教育課程実施に向けた評価方法を検討。 

新学習指導要領が目
指す資質・能力の獲
得に向けた授業の工
夫・改善 

①生徒の｢主体的･対話的で深い学び」
を深化させた授業を実践する。 

 
②教員間で授業見学や研究協議等を実
践する。 

  
③各教科・科目の観点別評価を定着さ
せる。 

①協働的な学びを通じた生徒の変
容が確認できたか。 

 
②新学習指導要領に基づいた授業
の工夫と改善することができた
か。 

   
③各教科・科目の観点別評価方法
を定着させることができたか。 

①②新学習指導要領が示す「主体的・対話的で深い
学び」を実現するために、授業実践の工夫に取り
組んだ。アンケート調査では、生徒の８割以上が
主体的に取り組んでいると回答した。 

③観点別評価については、校内で内規や評価の方法 
 について協議し、定着させることができた。 
 また、専門学科については、各専門授業における 
 観点別評価の方法を確認し、評価を定着させるこ 
 とができた。 

Ａ ・観点別評価については、教育

活動を展開しながら引き続き

運用面での調整を行い、必要

に応じて随時改善を検討した

い。 

・例えば朝自習をタブレットで 

 行うなど、一人一台端末を活 

 用し、自学自習をより一層促 

 進できる取組を研究したい。 

 

・一人一台端末の活用とともに、自学自習の

推進を期待している。 

・生徒・保護者ともに満足度も高く、達成度

も高く安心した。今後も各教科の連携を進

めてほしい。 

・「主体的・対話的で深い学び」を実現する

ための教職員の研修を実施していることは

評価できる。継続して授業実践の工夫に取

り組んでほしい。 
自学自習の意欲を高
める取組の推進 

①芸術専門科目と共通教科目の関連性
を意識した授業実践と研究を行う。 

 
②朝学習や各学科・教科担当の平日補
習等の情報を共有し工夫して取り組
む。 

 
③Google Classroom や BYOD の実践を
進め、授業実践の研究を進める。 

①芸術専門科目と共通教科目の関
連性を意識した実践と研究がで
きたか。 

 
②朝学習や平日補習等の工夫した
取組の実践ができたか。 

  
③Google Classroom や BYOD の授
業等への活用が進んだか。 

①各教科で関連性を意識した授業実践を適宜行うこ
とができ、生徒の興味・関心を喚起できた。 

②朝学習は基礎学力の定着が必要な 1・2 年次で実
施した。 

③教務部学習支援係を中心に Google Classroom や 
 BYOD を活用した取組を推進し、授業での活用場面 
 も増加した。 

Ａ 

２ 

■現状 
・多くの生徒・保護者が学校に満足してお
り、充実した学校生活を送っている。 

・文化祭や体育祭等の学校行事や各学科の教
育活動において、多くの生徒が主体的に判
断し、行動している。 

■課題 
・多くの生徒が満足している傾向を維持する
ための方策を検討する。 

・表現活動の充実にあたり、生徒の心のケア
を含めた生徒指導の共通理解を図る。 

・新型コロナウイルス感染防止対策を踏ま
え、４学科の交流や合同作品の作成、地域
との交流を進める。 

芸術文化を担う人材
としての意識向上 

①「芸術文化を担う人材」の育成を軸
とした授業や学科活動、部活動を実
践する。 

 
②全教職員が心のケアを含めた指導内
容を共通理解し、十分な情報共有を
した生徒指導を行う。 

 
③学科間の情報共有をより進めるとと
もに、新型コロナウイルス感染防止
対策を踏まえながら、４学科連携し
た教育活動を行う。 

①芸術文化を担う人材像のイメー
ジが学校外で共有され、生徒の
行動の変化があったか 

 
②心のケアを含めた生徒指導がで
きたか。 

 
③新型コロナウイルス感染防止対
策を行いながら、４学科連携し
た効果的な教育活動を行うこと
ができたか。 

①所沢市民文化センター・まちづくりセンター・所
沢市・所沢駅との連携事業など、地域での活動を
積極的に展開し、本校の芸術文化を担う人材像を
学校外に発信することができた。 

②長期に渡るコロナ禍の中、様々な心の悩み、課題
を抱えた生徒がおり、教育相談委員およびスクー
ルカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、
外部機関との連携を図り改善に努めた。 

③教務部を中心に各学科の意見を取り入れながら調 
 整し、新型コロナウイルス感染防止対策として事 
 前の体調管理調査やＰＣＲ検査の受検依頼を行 
 い、創造的な活動ができるよう努めた。また、年 
 次会を定例で実施して生徒の情報共有を行い、４ 
 学科の状況を共有しながら教育活動を展開した。 

Ａ 

・定例の年次会は他クラス・他 

 学科の生徒や活動を把握する 

 上で有効であり、情報共有が 

 徹底できたため、次年度以降 

 も引き続き継続したい。 

 

・芸術文化に関してだけではなく、コミュニ
ケーション力の育成や社会情勢に関する興
味、関心の喚起など、社会一般的なことも
しっかりと身に付けることも大切と感じ
る。 

・芸術総合高校がめざす「芸術文化を担う人
材」のイメージが明確にあるとよい。 

・演奏家育成も大切にしてほしいが、アート
マネジメントなど、演奏家以外の視点も大
切にして、地域を元気にしていくことが、
芸術文化を活性化してくことに繋がると思
う。 

３ 

■現状 
・東京藝術大学をはじめとする芸術系大学等
への進学希望者が大多数であり、芸術系の
私大を中心に、約９割の生徒が現役で進学
している。 

・大学入試改革を踏まえた生徒の多様な進路
希望に対応するための環境が整ってきてい
る。 

■課題 
・新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う大
学入試等の状況を引き続き情報収集し、組
織的な進路指導に繋げる。 

・１年次から長期的な視野で進路指導に当た
る。 

感染防止の対応も踏
まえた教職員による
進路指導の推進 

①学科・年次が連携して全職員による
進路指導を行う。 

 
②芸術系大学への進学のための実技試
験対策や受験科目の補習・補講等を
充実させる。 

 
③｢高校生のための学びの基礎診断｣や
卒業生･外部を活用した進路指導を
行う。 

①補習や課題配信、自学自習等の
取組を進路指導として連携させ
ることができたか。 

 
②生徒のニーズにあった補習・補
講等ができたか。 

 
③｢高校生のための学びの基礎診
断｣の効果的な活用及び卒業
生・外部を活用した進路指導等
が組織として実施できたか。 

①②夏期補習は、生徒が希望の科目を受講できるよ
うにあらかじめ枠を決めて調整し、23 講座を開講
した。また、各年次定期考査の素点振り返りを実
施し、授業の定着度の確認を行った。 

②学科単位で希望者を対象とした実技試験対策説明
会を実施するなど、生徒のニーズに合わせた補
習・補講を展開した。 

③学びの基礎診断テスト前の事前学習や、弱点克服
のワークを生徒に実施し、基礎学力の定着を図っ
た。また、教員向け研修会も実施し、各教科の授
業の工夫・改善につながった。 

④各学科、専門分野において「分野別進路説明会」 
 や卒業生から在校生へ進路についてのアドバイス 
 をしてもらう「進路体験談会」などを行い、早い 
 段階から上級学校への意識付けをさせ、学習意欲 
 を更に向上させるように努めた。 

Ａ 

・オンライン入試やオンライン

保護者会が主流となりつつあ

り、更なる対応が必要とな

る。 

・時代の変化に対応した進路指 

 導の在り方について、引き続 

 き検討し、情報を共有しなが 

 ら生徒への指導に努めたい。 

 

 
・国立大学をはじめ、一般受験で受験する生
徒に対しての補習、補講など一般受験にも
十分対応できる体制づくりの強化を今後も
継続してほしい。 

・２１期生の進路について、芸術系への進学
率が８３％に上っていることから、指導を
お願いしたい。 

 

４ 

■現状 
・アウトリーチ活動の定着とともに、地域社
会への学校の魅力のさらなる浸透をめざし
ている。 

・意欲的、計画的に生徒募集に取り組んでお
り、一度来校した生徒がリピーターとな
り、志願者希望に繋がっている。 

■課題 
・県全体の生徒募集状況や今後の中学生数の
減少を踏まえ、本校の生徒募集について学
校全体で検討する。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止に対応し
た生徒募集を引き続き進める。 

 

感染防止の対応も踏
まえた生徒募集及び
広報活動の実施 

①昨年度の校外活動や生徒募集方法等
を踏まえ、感染対策をしながら生徒
の魅力を最大限に活用した説明会や
体験入学を実施する。 

 
②各学科の生徒募集のデータ分析を引
き続き進め、今後の生徒募集の在り
方を再検討する。 

 
③生徒の活動を学校内外へ積極的に発
信するとともに、学科・年次を超え
た全職員による生徒募集に取り組
む。 

 

 

①生徒の魅力を説明会や体験入学
で中学生に伝えることができた
か。 

 
②各学科のデータ分析をさらに深
化させ、学科を超えた学校全体
での検討が進められたか。 

 
③ホームページや広報活動を通じ
た生徒の活動の発信や、学科・
年次を超えた全職員での生徒募
集に取り組むことができたか。 

 
   

①主にホームページ上での広報を軸に、各学科の行
事を積極的に記事として掲載して、本校の魅力を
中学生や保護者に伝え効果的な広報活動を展開す
ることができた。 

②生徒募集企画室を中心に今後の生徒募集に向けた
データ分析を進めた。 

③生徒募集企画室を中心に全職員で生徒募集に取り
組み、2/1 時点で本校への志願者は増加傾向であ
るが、定員確保に向けて更なる検討が必要であ
る。 

 

Ｂ 

・今後とも、社会情勢に対応し
た広報活動を視野に入れ、本
校知名度・認知度を高めてい
くための手段や方法を検討
し、生徒募集定員の確保を実
現したい。 

・学校行事や学科公演などの多
くは公開できた。次年度に向
けてより積極的にアウトリー
チできる機会を創出する手立
てを考えていきたい。 

 

 

・文化祭の公開が、生徒募集につながると思
う。 

・小学校への訪問や宣伝を行うと、より早い
段階から、芸術総合高校のよさをアピール
できると感じる。 

・中学校の学校行事において、演奏会や発表
会のチラシを配布させていただくことも生
徒募集に有効ではないかと思う。 

・生徒が地元の中学校に行って学校紹介をす
ると、中学生からも親近感が沸いてよい効
果があると思う。 

 


